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ゆっくり本を楽しむ

今月のおススメ

4 月 図書館カレンダー

「となりのせきのますだくん」
　日ごろいじわるをしてくるので苦手
な隣の席のますだくん。前日にけんか
をして、「あたしきょうがっこうへい
けないきがする」「きょうは、ぶたれ
るかもしれない」と、ずる休みをした
くなっている主人公のみほちゃん。こ
の本だけでも友達との関係などさまざ
まなことを考えさせ
てくれますが、ます
だくんの視点から描
かれた続きのシリー
ズを読むと感想が変
わっていきます。

「卒業するわたしたち」
　吹奏楽部の 1 年後輩の男子に密か
に思いを寄せる女子が、告白をできず
に卒業が迫ってくる「流れる川」や女
性アイドルグループのメンバーが脱退
することを知った、ある女子ファンの
心情を追う「にじむオレンジ」など、
学校の卒業だけではな
く、さまざまなことへの
卒業を描いた 1 話完結
で全 13 話の短編集です。
どの話からでも読むこと
ができます。

【お知らせ】
◎�お話会は、新型コロナウイル
ス感染症の影響により中止と
なる場合があります。

問�図書館�☎ 029-897-0647
図書館ホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日 : 月曜日（㊗の場合は翌日）、図書整理日
◎お話会 : 4 月 9日土午前 10時 30分から

「卒業するわたしたち」
加藤千恵　著

「となりのせきのますだ
くん」
武田美穂　著・絵
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ポプラ社小学館

問�スポーツ振興課�
☎�029-898-9907

なかよしよさこい隊は男女
21 人 ( 小・ 中 学 生 2 人 含 む )
のメンバーがそれぞれの都合に
合わせて練習に参加し、ソーラン関係の曲だけでは
なく、ねばねば音頭やダンシングヒーロー、カニサ
ンバなどのさまざまな曲の演舞を練習して楽しんで
います。

介護施設などに訪問し、お揃いの衣装を身に付け
て練習の成果を発表する「ふれあいたい活動」だけ
でなく、かすみがうら祭のステージでの演舞やかす
みがうらマラソンの応援、生涯学習フェアでの発表

「なかよしよさこい隊」 「軽音楽部」

総合型地域スポーツクラブに参加しませんか

なかよしクラブ「なかよしよさこい隊」と「軽音楽部」

一緒にスポーツやってみませんか ?

　地域住民によって運営され、さまざ
まなスポーツ体験などを実施している
クラブで、市内に 2 団体あります。
・なかよし　　　　　　☎ 090-2417-8502（大和）
・エンジョイスポーツ　☎ 090-2420-7846（高田）

▲樹齢 100年を超える
「下大津のサクラ」

日本人と桜の歴史は、縄文時代に山桜の木や樹皮
などを道具や器などに利用したことに始まるとされ
ています。奈良時代に作成された『万葉集』にも桜の
歌が詠まれますが、鑑賞として桜が扱われるのは平
安時代の国風文化で、『古今和歌集』に登場する花の
中で桜を扱った和歌の数が圧倒的に多いです。この
頃、公家や貴族は、こぞって自らの庭園に山桜を移
植し、満開の桜の下で歌を詠み、酒を酌み交わす「花
見」が行われるようになりました。時代は下って、
天下統一を果たした豊臣秀吉が、京都の醍醐寺で諸
大名を招き「醍醐の花見」を行ったことは有名です。

江戸時代には、８代将軍徳川吉宗が、桜の木の浄
化作用を利用して江戸の各地の水路や川岸に大量の
桜を植えることを命じ、さらに上野・飛鳥山・向島

などにも行楽の場として移植を勧め、江戸の桜花見
の三大スポットとなりました。そうした中、江戸時
代後半には、植木・盆栽の文化、さらには花鑑賞の
文化が高まり、桜の品種改良が進められます。染井
村（豊島区駒込）では、日本種のエドヒガンとオオシ
マザクラとの種間雑種と考えられる品種「染井吉野」
が完成し、多くの地域や人々に好まれ、日本の桜の
８割を占めるようになりました。

明治時代には、韓国や台湾、そして諸外国（カナ
ダのバンクーバー、アメリカのマンハッタン、ワシ
ントン DC など）にも日本の染井吉野が数万本の単
位で移植されていきました。

茨城県の桜に目を向けると、土浦市立真鍋小学校
に所在する県指定文化財「真鍋のサクラ」が有名で
す。明治 40 年に植樹したとされ、樹齢 100 年以上
の桜として保存されています。この桜よりも古いと
伝えられる桜が、かすみがうら市の「下大津のサク
ラ」です。明治 37 年に 5、6 年経った桜の苗木を植
えたもので、樹齢は真鍋のサクラを超えます。現在
も立派な枝振りに、たくさんの花を開花させる姿は
圧巻です。開花期間中は、保存会によってライトアッ
プも行われますので、見学に訪れてみませんか。
場所 : 旧下大津保育所跡
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

など積極的に活動してきました。現在はコロナ禍で
これらの活動が中断していますが、早く再開するこ
とを願いつつ練習しています。楽しく演舞すること
を目指しており、初めての方でも大歓迎です。一緒
にやってみませんか？
◎毎週日午前 10 時 30 分

軽音楽部は現在 10 人で、ギ
ター・ハーモニカ・木琴・キー
ボードなど多様な楽器を混成し
て、唱歌・童謡・民謡・歌謡曲などさまざまな曲を
楽しく練習しています。生涯学習フェアで発表した
り、歌声サロンにも参加しています。「ふれあいた
い活動」も再開すれば喜んで参加する予定です。

皆さんに親しんでもらえるような、楽しむ軽音楽
を目指しています。経験はないけど、やってみたい
方がいましたら、一緒にやってみませんか？
◎毎週土午後 1 時、毎週日午後 9 時

見ごろを迎える
下大津のサクラ

今月のテーマ

うららかな春日和が続き、桜が見ごろを迎える季節になりました。桜は多くの
日本人に愛され、本や歌、詩、俳句などに題材として描かれています。特に本に
は、恋愛やミステリー、怪談、小説などさまざまなジャンルがあり、桜の人気ぶ
りを物語っているかのようです。そして、花の散り方の美しさから「別れ」、入学
式の時期に咲くことから「出会い」がイメージされ、これらを題材にした本が数多
く出版されています。今回は、「別れ」と「出会い」をテーマにした本を紹介します。
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　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。4月4日🈷までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、「電話番号・漢字にはふりがな」の記載をお願いします。　

広報かすみがうら　令和 4 年 3 月 20 日

朝
東
風
の
揺
ら
す
小
枝
や
柔
ら
か
に

屋
根
瓦
一
枚
づ
つ
の
春
の
雪

リ
ハ
ビ
リ
の
足
踏
み
百
回
春
立
て
り

土
蹴
っ
て
水
仙
の
芽
の
力
か
な

落
下
せ
し
命
の
重
み
春
の
雪

千
代
田
俳
句
同
好
会

今

井

守

福

田

妙

子

萩

原

初

枝

中

島

暉

子

桜

井

筑

蛙

こ
の
日
は
雨
太
陽
が
顔
出
し
外
に
出
る
２
本
の
虹
は
ま
る
で
割
り
箸

セ
ミ
が
鳴
く
に
わ
と
り
も
鳴
く
帰
り
道
人
沈
黙
さ
え
も
笑
い
に
変
え
る

ど
れ
程
の
思
い
を
乗
せ
た
言
の
葉
も
空
の
君
に
は
届
く
事
無
く

柏
崎
サ
ッ
カ
ー
し
て
る
と
老
人
が
は
し
っ
こ
に
い
て
井
戸
端
会
議

地
球
と
は
宇
宙
の
中
の
た
だ
の
星
無
限
に
広
が
る
宇
宙
の
一
部

出
島
短
歌
会(

霞
ヶ
浦
中
学
校
生
徒
の
作
品
）

大
和
田
瑠
美
奈

渡

辺

一

輝

関

川

叶

夢

坂

本

浩

哉

服
部
デ
イ
ヴ

紅
梅
の
日
毎
膨
ら
む
通
い
道

一
跨
ぎ
歩
幅
大
き
く
犬
ふ
ぐ
り

春
炬
燵
手
足
伸
ば
し
て
巣
籠
り
ぬ

待
ち
わ
び
し
庭
の
片
隅
福
寿
草

紫
陽
花
俳
句
会

福

田

宏

通

田

能

幸

雄

島

田

和

子

久
保
庭
悦
子

寺
の
門
く
ぐ
り
て
静
か
夕
桜

玲
瓏
た
る
氷
瀑
あ
り
て
木
々
の
中

空
青
き
湖
は
静
か
な
り
ペ
ダ
ル
踏
む

パ
ス
ポ
ー
ト
仕
舞
ひ
て
三
年
目
の
雛

栗
畑
冷
た
い
風
の
吹
く
中
を
コ
ン
コ
ン
コ
ン
と
お
狐
様
が

寂
聴
さ
ん
多
く
の
苦
痛
和
ら
げ
て
天
台
様
の
お
心
へ
行
く

年
老
い
て
命
尊
う
と
し
喜
び
の
孫
よ
り
来
た
る
結
び
の
便
り

ア
ル
バ
ム
を
繰
れ
ば
あ
の
日
が
蘇
る
子
等
と
訪
ね
し
蔵
王
駒
の
里

枯
れ
ゆ
く
も
り
ん
ど
う
凛
と
刈
り
原
に
初
陽
を
浴
び
て
立
ち
尽
く
し
お
り

北
京
五
輪
ス
ケ
ー
ト
の
羽
生
選
手
け
が
で
も
果
敢
に
挑
戦
し
華
麗
な
演
技
に
感
動
す
る

投
稿
作
品

い
い
だ
い
さ
を

竹

村

啓

子

関

和

代

兼

西

清

治

横

井

正

子

近

藤

善

康

石

塚

清

沽
野
は
つ
子

中

島

良

平

斉

藤

勝

広

18 19


